
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度 

心とからだの健康観察の手引き 

 

【設定等操作編】 

 

 

 

 

 

岩手県教育委員会 



 

 

 令和８年度から心とからだの健康観察は、１人１台端末等を活用して

実施します。 

 実施にあたって、主に次のことを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前の設定 

 

 

 

 

集計ツールの準

備 

 

 

 

 

実施 

 

 

 

 

一覧の作成 

 

 

 

 

 

個票等の確認 

 

 

 

 

 

 

 

１人１台端末等を活用した心とからだの健康観察 

 収集された児童生徒の回答から、一覧を作成するた

めに、集計ツールの準備をします。 

 児童生徒の回答を収集できるように、教職員用学校

パソコンで事前の設定をします。 

 一覧の作成により自動的に作成された個票や結果

概要シートを確認します。 

 集計ツールを使って、教職員用学校パソコンに収集

された回答から、一覧を作成します。 

児童生徒に１人１台端末等の準備と二次元コードの

読込を促し、心とからだの健康観察を実施します。 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 



 

 

 １人１台端末等を活用して心とからだの健康観察を実施するために、

事前に設定を行います。Microsoft Forms を使います。 

 

    児童生徒の回答を収集する等、心とからだの健康観察の作業

をする教職員用学校パソコンを決めます。 

（管理職のパソコン、主任層・教育相談担当のパソコンなど、

作業するパソコンを１台決めます。） 

 

    心とからだの健康観察の実施に使用する Microsoftアカウン

トを確認します。 

（学校用アカウントでも、管理職用個別アカウントでも可能 

です。） 

 

 教職員用学校パソコンで、次のリンクを読み込みます。 

（回答用のフォームが表示されます。） 

 【19項目版】 

心とからだの健康観察 19 項目版 

  

【31 項目版】 

心とからだの健康観察 31 項目版 

 

 

 リンクを読み込むと、回答用のフォームが表示されるので、

独自のフォームとして使用するため、複製するを押します。 

     （「アカウントにサインイン」の画面が表示されたときは、 

❷で確認したアカウントを使用して進みます。） 

 

教職員用学校パソコンの Microsoft Formsに児童生徒回答用 

フォームが作成されます。 

（フォームのタイトルに（コピー）と表示される場合は、そ

の文字を削除します。） 

 

     回答を収集を押します。「すべてのユーザーが回答可能」に 

印が付いていることを確認し、児童生徒回答用二次元コードを 

作成します。 

（児童生徒が１人１台端末等で、回答用二次元コードを読み

込めるように、印刷、送付、表示など、実情に合わせて準

備します。） 

【実施前】     事前の設定 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

 

 

 

教職員用学校パ

ソコン 

 

 

 

アカウントの確

認 

 

 

 

リンク 

（フォーム） 

 

 

 

 

 

 

 

回答用フォーム 

 

 

 

フォームの確認 

 

 

 

 

児童生徒回答用 

二次元コード 

 

 

 

 

１ 

https://forms.cloud.microsoft/Pages/ShareFormPage.aspx?id=ds18TgAtOUqL_UbB9Idi-5svz0CYqY5Hib7z1yNznPlUM0cxMjZCOUxWOE5HQzI1TUdaMkNCNUI4VS4u&sharetoken=7VEhbwLk7RqgAsfA93m0
https://forms.cloud.microsoft/Pages/ShareFormPage.aspx?id=ds18TgAtOUqL_UbB9Idi-5svz0CYqY5Hib7z1yNznPlUQ1g4MVZKTlhaVUJSQUlZTk9IOEpIMUgzRy4u&sharetoken=nGTX5h9wGiZlc7aqwZrd


 

 

 集計ツールを使って、一覧と個票を作成します。 

集計ツールは、次のとおり７つのタブの内容で構成されています。 

 

【７つのタブ】（画面の下に表示されます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実施前に、次のとおり集計ツールの準備をします。 

 

     集計ツールの「２ 情報入力シート」を選択します。 

 

 

 

    １年１組１番から順に、全校児童生徒分の「学年」「学級」「番

号」「氏名」を入力します。既に作成済みの名簿データを貼り付

けることも可能です。 

（識別番号欄は自動的に表示されるため、入力は必要ありま

せん。回答欄は、回答データの貼り付けが正しく行われると

「済」と表示されます。実施後の確認等にご活用ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面表示 

 

 

タブの内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シートの選択 

 

 

 

入力又は貼付け 

 

学年 

学級 

番号 

氏名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集計ツールの構成 

１ 操作説明     （操作の説明です） 

２ 情報入力シート  （一覧と個票を作成するためのものです） 

３ 回答貼付シート  （Microsoft Forms の回答を貼り付けるものです） 

４ 一覧       （２と３により自動的に作成されます） 

５ 個票       （２と３により自動的に作成されます） 

６ 結果概要     （２と３により自動的に作成されます） 

７ 学校コード     （６のシートに入力するためのデータです） 

【実施前】    集計ツールの準備 

１ 

２ 

２ 



 

 

実施にあたって、次のことを確認します。 

 

     児童生徒が１人１台端末等で回答用二次元コードを読み込

めるように、印刷、送付、表示など、実情に合わせて準備しま

す。 

 

    児童生徒の回答画面のはじめは、次のとおり表示されます。 

 

    １ 自分の ID①を選んでください 

先生の指示を聞いて入力してください 

  

      ○ a 

            ○ b 

      ○ c 

      ○ d 

      ○ e 

            ○ f 

      ○ g 

       

 

    ２ 自分の ID②を選んでください 

先生の指示を聞いて入力してください 

  

      ○ a 

            ○ b 

      ○ c 

      ○ d 

      ○ e 

            ○ f 

      ○ g 

       

 

    ３ 自分の番号を入力してください 

 

 

      値は数値にする必要があります 

 

 

 

 

回答用二次元コ

ードの準備 

 

 

回答画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実施】    心とからだの健康観察の実施 

１ 

２ 

３ 



    そのため、学校全体で ID のきまりを確かめます。初期設定

では、ID①は「学年」、ID②は「組」、a から順に１、２、３、

４、５、６となっています。a～fと１～６の対応を変更する場

合は、「２ 情報入力シート」の ID変更欄で変更します。 

 

     

    １ 自分の ID①を選んでください 

先生の指示を聞いて入力してください 

  

      ○ a 

            ○ b 

      ○ c 

      ○ d 

      ○ e 

            ○ f 

      ○ g 

       

 

    ２ 自分の ID②を選んでください 

先生の指示を聞いて入力してください 

  

      ○ a 

            ○ b 

      ○ c 

      ○ d 

      ○ e 

            ○ f 

      ○ g 

       

 

    ３ 自分の番号を入力してください 

 

 

      値は数値にする必要があります 

 

 

 

 

    児童生徒に、回答用二次元コードの読込を促して、ID①と ID

②の選択、番号の入力について説明し、実施します。 

３ 

【変更例】 

a ← ６年 

b ← ５年 

c ← ４年 

d ← ３年 

e ← ２年 

f ← １年 

【初期設定】 

a ← １組 

b ← ２組 

c ← ３組 

d ← ４組 

e ← ５組 

f ← ６組 

名簿番号 

学校全体で 

ID①、ID②の 

きまりを確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読込の促し 

ID等の説明 

 

【初期設定】 

a ← １年 

b ← ２年 

c ← ３年 

d ← ４年 

e ← ５年 

f ← ６年 

【変更例】 

a ← ６組 

b ← ５組 

c ← ４組 

d ← ３組 

e ← ２組 

f ← １組 



 

 

「３ 回答貼付シート」を使って、一覧を作成します。 

 

 

 

     教職員用学校パソコンから Microsoft Forms を起動させ、心

とからだの健康観察を表示します。 

応答を表示を押し、回答結果一覧（エクセルデータ）を作成

します。 

 

 

 

 

 

 

 

     ❶のデータを、集計ツールの「３ 回答貼付シート」に貼り

付けます。 

（全体をコピーするため、１行目から行番号を選択してコピ

ーします。） 

 

 

 

 

 

 

（集計ツールの「３ 回答貼付シート」の１行目から 

貼り付けます。） 

 

 

 

 

 

 

 

     集計ツールの「４ 一覧」に、正しく反映されているかを確 

認します。一覧が自動的に作成されます。 

    （「２ 情報入力シート」で、回答した児童生徒の「回答」欄

が、「済」となっているかを確認します。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体をコピー 

 

 

 

 

 

 

 

貼り付ける 

 

 

 

 

 

反映されている

か確認 

 

 

 

【実施後】    一覧の作成 

１ 

２ 

４ 

３ 



 

 

集計ツールの「５ 個票」「６ 結果概要」を確認します。 

 

     集計ツールの「５ 個票」を選択します。 

 

 

 

 

     左上の     に、集計ツールの「２ 情報入力シート」

の識別番号を入力すると、その番号の児童生徒の個票が表示さ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     実情に合わせて、印刷したり、PDF データにしたりして出力

することができます。個人情報の取扱いには十分留意します。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

識別番号の入力 

 

個票の表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力 

 

 

 

【実施後】     個票等の確認 

１ 

２ 

５ 

３ 

識別番号の入力 



 

     集計ツールの「６ 結果概要」を選択します。 

 

 

 

     集計ツールの「７ 学校コード」を参照して、市町村コード

と学校コードを入力し、結果概要を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 個票の出力をする際、一括出力ツールを使って出力することもできま

す。出力したい児童生徒分の PDFデータを作成することができます。 

（マクロを使用するため、作業する教職員用学校パソコンでマクロを使

用できるようにする必要があります。） 

 

     一括出力ツール内の操作説明を参照し、新規に「PDF 出力用」

と「PDF」という名前のフォルダを作成します。「PDF 出力用」

フォルダの中に、一括出力ツールと「PDF」フォルダを格納しま

す。一括出力ツールに、集計ツールの「４ 一覧」のデータを 

貼り付けます。 

 

     出力したい児童生徒分（例：学年ごと）の 

    処理の欄に１を入力します。 

 

     個票に表示されている一括 PDF 出力 

を押します。      

 

 

 

 

 

     集計ツールの「６ 結果概要」をコピーして、 

報告シートに貼り付けます。「６ 結果概要」と 

報告シートの内容は、同じです。 

     値と元の書式を選択し、貼り付けます。 

 

     実施要項に基づき、報告シートを提出します。 

 

 

 

 

 

結果概要の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォルダの準備 

 

 

データの貼付 

 

 

処理に１ 

 

 

一括出力 

 

 

 

 

 

 

報告シート 

 

 

 

 

提出 

 

４ 

１ 

５ 

報告シートの作成・提出 

２ 

個票の出力 

１ 

２ 

３ 


